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社会理論 2単位 (選択) 2年 (前期, 集中)

堀田裕子 ·非常勤講師，樫田美雄 ·准教授 /社会創生学科

【授業目的】理論とは物事についての見 (え)方や考え方であり，社会理論を学ぶ
ことによって，人間や社会についての見 (え)方や考え方が豊かになると言え
る．本講義では現象学的社会学の視点も念頭に置きつつ，「意味の獲得と伝達」
「意味をめぐる闘争」「意味の生成」というように，意味を基軸とした 3つの側
面から社会に切り込んでいく． また，そうした意味をめぐる問いが，身体な
き精神のような主体ではなく，身体的存在としての人間を通じて為されるべ
きであるとする趨勢も強調しておきたい．この意味で，いわゆる「身体の社
会学」の議論にも眼を向ける． そして，社会理論を考察や分析においてどう
活かすかを実践的にも学ぶ．そのために，いくつかトピックを取り上げ，そ
れについて受講者が自分で考える時間を設ける．本講義を通じて，社会理論
のおもしろさを受講者と共有できれば幸いである

【授業概要】基本的に講義形式で，社会や人間について理解し考察するための諸
理論を学習する．本講義で言及する主な論者としては，G.H.ミード，M.フー
コー，P.ブルデュなどが挙げられる．できるだけ原典を読み解くことを心掛
け，理論の背景をも意識していきたい． 途中 4回ほど，ジェンダーやファッ
ションなどを含む身近なトピックに関して概説したうえで課題を出し，受講
者が自分で考察する時間を設ける予定である．うち 1回は，近未来を描いた
映画を題材に，社会や人間の今後をともに考えたい

【キーワード】意味・身体・自己・他者・権力・現象学
【履修上の注意】出欠確認は毎回行う．
【到達目標】

1.社会理論の読解力を養う
2.さまざまな問題について自分で考える力を身につける

【授業計画】
1.社会学における「意味」と「身体」の意義
2.意味の獲得と伝達 (1) 幼児にとっての世界と社会化
3.意味の獲得と伝達 (2) 自我とアイデンティティ
4.意味の獲得と伝達 (3) 相互行為と地位-役割
5.自己-他者を考える-考察 1
6.意味をめぐる闘争 (1) 権力と知
7.意味をめぐる闘争 (2) 身体-権力と生-権力
8.ジェンダーを考える-考察 2
9.意味の生成 (1) 構造と主体

10.意味の生成 (2) 社会空間と身体
11.意味の生成 (3) 間主観性
12. “近未来”を考える -考察 3
13.社会学と現象学 (1) 現象学的社会学の視点
14.社会学と現象学 (2) 現象学的身体論
15.ファッションを考える-考察 4

【成績評価】出席点 (10%)+レポート (70%)+ミニペーパー (20%)で評価する．ミ
ニペーパーとは，考察 (全 4回)の際に書いてもらうものを指す．

【再試験】おこなわない．
【教科書】使用しない．
【参考書】N.クロスリー著 (西原 和久監訳)『社会学キーコンセプト-「批判的社
会理論」の基礎概念 57』新泉社，2008，他随時指示する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218704
【連絡先】
⇒堀田 . (オフィスアワー: 集中講義期間中適宜．)
⇒樫田 (工学部キャンパス SVBL棟 3階プロジェクト研究室 1に常駐.1号館
南棟 1階 1S19 はときどき., 088-656-9512, HCB00537@nifty.ne.jp) Mail
(オフィスアワー: 火曜日 14:00から 15:00)
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